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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 31日 (2006.8.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
  　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 車 輪 パ ル ス （ ４ ０ １ ） の 持 続 時 間 を 決 定 す る た め に 、 第 ２ の 閾 値 （
Ｓ Ｗ ２ ） を 上 回 る と き に 時 間 測 定 が 開 始 さ れ 、 第 １ の 閾 値 （ Ｓ Ｗ １ ） を 下 回 る と き に 終 了
し 、 補 助 パ ル ス （ ５ ０ １ ） の 持 続 時 間 を 決 定 す る た め の 閾 値 （ Ｓ Ｗ １ ） を 上 回 る
と き に 時 間 測 定 が 開 始 さ れ 、 第 １ の 閾 値 （ Ｓ Ｗ １ ） を 下 回 る と き に 終 了 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
  　 【 請 求 項 ２ ８ 】 　 （ ６ ０ １ ） が 、
　 特 に 車 輪 パ ル ス （ ４ ０ １ ） ま た は 補 助 パ ル ス （ ５ ０ １ ） が 第 １ の 閾 値 （ Ｓ Ｗ １ ） を 下 回
る と き に 、 リ セ ッ ト さ れ て 新 た に 始 動 さ せ ら れ る 、 信 号 の 処 理 の 開 始 以 降 経 過 し た 時 間 を
測 定 す る た め の 第 ３ の カ ウ ン タ （ ６ １ ７ ） と 、
　 時 定 数 （ ｔ m  ） に 応 じ て 第 ５ の 持 続 時 間 （ ｔ 5  ） を 決 定 す る た め の 第 ３ の 決 定 装 置 （ ６
０ ３ ） と 、
　 第 ３ の カ ウ ン タ （ ６ １ ７ ） の レ ベ ル を 第 ５ の 持 続 時 間 （ ｔ 5  ） に 一 致 す る 値 と 比 較 す る
第 ２ の 持 続 時 間 比 較 装 置 （ ６ ０ ４ ） と を 備 え 、
　 第 ３ の カ ウ ン タ （ ６ １ ７ ） が 第 ５ の 持 続 時 間 （ ｔ 5  ） に 一 致 す る 値 に 達 し た と き に 、 パ
ル ス 認 識 装 置 （ ６ ０ １ ） が 、 第 １ の 閾 値 （ Ｓ Ｗ １ ） を 上 回 り か つ 第 ２ の 閾 値 （ Ｓ Ｗ ２ ） を
上 回 ら な い 他 の パ ル ス を 、 補 助 パ ル ス （ ５ ０ １ ） と し て 認 識 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ ３ ～ ２ ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 装 置 （ １ ０ ４ ） 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

に 、 第 １

パ ル ス 認 識 装 置



【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ の エ ッ ジ を 有 す る 第 １ の 信 号 部 分 が 処 理 さ れ る 時 点 ま た は 時 間 ウ イ ン ド ウ は 時 定 数
に 応 じ て セ ッ ト さ れ る 。 更 に 、 第 ２ の 信 号 部 分 が 処 理 さ れ る 第 ２ の 時 点 ま た は 第 ２ の 時 間
ウ イ ン ド ウ は 、 時 定 数 に 応 じ て お よ び 第 １ の エ ッ ジ の 時 点 に 依 存 し て セ ッ ト さ れ る 。 そ の
際 、 時 間 ウ イ ン ド ウ は 、 エ ッ ジ の 認 識 ま た は 一 般 的 に は 信 号 処 理 が 許 容 さ れ る 時 間 範 囲 で
あ る 。 他 の 時 間 ウ イ ン ド ウ は そ の 都 度 、 前 の 時 間 ウ イ ン ド ウ 内 で 認 識 さ れ た 信 号 エ ッ ジ か
ら 出 発 し て セ ッ ト さ れ る 。 こ の 場 合 、 開 始 の 時 点 と 時 間 ウ イ ン ド ウ の 幅 は 時 定 数 に 依 存 す
る 。 こ の 時 間 ウ イ ン ド ウ 内 で 他 の エ ッ ジ が 認 識 さ れ る と 、 こ の エ ッ ジ は 他 の 時 間 ウ イ ン ド
ウ の た め の 新 し い 出 発 点 と し て 使 用 可 能 で あ る 。 利 点 は 、 予 想 よ り も 早 く ま た は 遅 く 生 じ
る エ ッ ジ が 検 出 可 能 で あ る こ と に あ る 。 な ぜ な ら 、 エ ッ ジ の 予 想 さ れ る 時 点 を 中 心 と し た
時 間 ウ イ ン ド ウ 内 で 、 エ ッ ジ 検 出 が 可 能 で あ る か ら で あ る 。 他 の 利 点 は 、 一 方 の エ ッ ジ の
実 際 の 時 点 に 適 合 し て 、 新 し い エ ッ ジ 検 出 時 間 範 囲 が 決 定 に よ り 、 時 定 数 を 決
定 す る 際 に 誤 差 が 累 積 し な い こ と に あ る 。 そ れ に よ っ て 更 に 、 ２ つ の 車 輪 パ ル ス の 間 で 確
実 に 処 理 可 能 な 最 大 数 の デ ー タ が 制 限 さ れ な い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 時 間 ウ イ ン ド ウ 設 定 装 置 ６ ０ ７ は 第 の 決 定 装 置 ６ ０ ８ を 備 え て い る 。 こ の 第 ２ の 決 定
装 置 は 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ の 開 閉 を 決 定 す る 第 １ の 持 続 時 間 ｔ 1  、 第 ３ の 持 続 時 間 ｔ 3  

お よ び 第 ６ の 持 続 時 間 ｔ 6  を 検 出 し 、 簡 単 に す る た め に ｔ 1 , ｔ 3  お よ び ｔ 6  と 呼 ぶ 対 応 す
る 値 を 、 第 １ の ６ １ ０ に 伝 送 す る 。 第 ２ の カ ウ ン タ ６ ０ ９ の レ ベ ル は 第 １ の
時 間 比 較 装 置 ６ １ ０ 内 で 値 ｔ 1 , ｔ 3  お よ び ｔ 6  と 比 較 さ れ る 。 こ の 比 較 結 果 に 依 存 し て 、
時 間 ウ イ ン ド ウ 設 定 装 置 ６ ０ ７ は 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ を 開 閉 す る 。 こ れ に つ い て の 詳 細
は 後 で 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。 時 間 ウ イ ン ド ウ 設 定 装 置 ６ ０ ７ の 出 力 部 は 、 エ ッ ジ 認 識
装 置 ６ １ １ 、 エ ラ ー 認 識 装 置 ６ １ ２ お よ び 記 憶 装 置 ６ １ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 そ れ に よ っ
て 、 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ が い つ 開 放 す る か を 、 そ れ ぞ れ の 装 置 に 知 ら せ る こ と が で き る
。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 パ ル ス 認 識 装 置 ６ ０ １ は 第 ３ の 決 定 装 置 ６ ０ ３ を 備 え て い る 。 こ の 第 ３ の 決 定 装 置 は 持
続 時 間 ｔ 5  と 対 応 す る 値 （ 以 下 、 簡 単 に す る た め に ｔ 5  と 呼 ぶ ） を 決 定 し 、 第 ２ の 時 間 比
較 装 置 ６ ０ ４ に 伝 送 す る 。 そ こ で 、 第 ３ の カ ウ ン タ ６ １ ７ の カ ウ ン ト レ ベ ル が ｔ 5  と 比 較
さ れ る 。 第 ３ の カ ウ ン タ ６ １ ７ は 、 ｔ 5  ま で 計 数 し た と き に 、 停 止 さ れ る か ま た は 計 数 し
続 け る こ と が で き る 。 第 ３ の カ ウ ン タ ６ １ ７ ウ ン ト レ ベ ル が ｔ 5  以 上 で あ る と 、 パ ル
ス 認 識 装 置 ６ ０ １ は 範 囲 Ｉ H , D  内 の パ ル ス を 補 助 パ ル ス ５ ０ １ と し て 認 識 し 、 そ う で な い
場 合 デ ー タ パ ル ス ４ ０ ５ と し て 認 識 す る 。 第 ３ の カ ウ ン タ ６ １ ７ が ｔ 5  ま で 計 数 し た と き
に 、 時 間 ウ イ ン ド ウ 設 定 装 置 ６ ０ ７ が パ ル ス 認 識 装 置 ６ ０ １ か ら 報 告 を 受 け る の で 、 時 間
ウ イ ン ド ウ 設 定 装 置 ６ ０ ７ は 新 し い 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ を 開 放 し な い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 開 放 し た 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ ｃ 内 で エ ッ ジ が 遅 く 発 生 す る か ま た は 発 生 し な い と 、 図
７ の 下 側 部 分 に 相 応 し て 経 過 す る 。 そ こ に は 、 １ つ だ け の デ ー タ エ ッ ジ ４ ０ ２ ａ と ２ つ の
時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ ａ ， ４ ０ ３ ｃ を 有 す る 信 号 経 過 と 、 第 ２ の カ ウ ン タ ６ ０ ９ の 関 連 す
る レ ベ ル ７ ０ ２ が 示 し て あ る 。 第 ２ の カ ウ ン タ ６ ０ ９ は 、 第 １ の 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ ａ
内 で デ ー タ エ ッ ジ ４ ０ ２ ａ が 再 び 認 識 さ れ る と き に リ セ ッ ト さ れ 、 新 た に 始 動 す る 。 時 間
ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ ａ は 上 述 の よ う に 閉 鎖 さ れ 、 新 し い 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ ｃ が 適 当 な カ
ウ ン ト レ ベ ル の 後 で 開 放 す る 。 第 ２ の カ ウ ン タ ６ ０ ９ は 、 第 ６ の 持 続 時 間 ｔ 6  に 対 応 す る
値 に 達 す る ま で 計 数 す る 。 そ れ ま で 、 開 放 し た 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ ｃ 内 で エ ッ ジ が 認 識
さ れ な い と 、 そ れ に も か か わ ら ず 、 カ ウ ン タ は リ セ ッ ト さ れ 、 新 た に 始 動 す る 。 そ し て 、
時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ ｃ が 通 常 の ご と く 第 ３ の 持 続 時 間 ｔ 3  の 後 で 閉 鎖 さ れ る 。 第 ２ の カ
ウ ン タ ６ ０ ９ の リ セ ッ ト の 後 で 、 開 放 し た 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ ｃ 内 で エ ッ ジ が ま だ 発 生
す る と 、 第 ２ の カ ウ ン タ ６ ０ ９ は 再 び リ セ ッ ト さ れ 、 新 た に 始 動 し 、 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０
３ ｃ が 他 の 持 続 時 間 ｔ 3  の 後 で 閉 鎖 さ れ る 。

第 ２ の 持 続 時 間 ｔ 2  は 持 続 時 間 ｔ 1  ， ｔ 3  ， ｔ 6  か ら 次 の よ う に し て 決 定 可
能 で あ る 。
　 　 ｔ 2  ＝ ｔ 6  － ｔ 1  ＋ ｔ 3  

　 持 続 時 間 ｔ 1  ， ｔ 3  ， ｔ 6  は 好 ま し く は 次 の よ う に 決 定 さ れ る 。
　 　 ｔ 1  ＝ ｔ m  ／ ２ ＋ Ｄ ｔ
　 　 ｔ 3  ＝ ｔ m  ／ ４
　 　 ｔ 6  ＝ ｔ m  

そ の 際 、 正 の 第 ４ の 時 間 Ｄ ｔ は 、 例 え ば 車 輪 パ ル ス ４ ０ １ ま た は 補 助 パ ル ス ５ ０ １ の 立 下
が り エ ッ ジ お よ び ま た は デ ー タ エ ッ ジ ４ ０ ２ （ 立 ち 上 が り ま た は 立 下 が り ） お よ び ま た は
時 定 数 ｔ m  の 時 間 に 依 存 し て 決 定 さ れ る 。 最 適 な 場 合 、 ｔ m  が 符 号 化 ク ロ ッ ク に 等 し い と
、 特 に Ｄ ｔ ＝ ｔ m  ／ ４ が 当 て は ま る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 同 じ こ と が 図 ８ ｂ に 示 し た ケ ー ス に つ い て も 当 て は ま る 。 図 ８ ｂ で は 、 時 間 ウ イ ン ド ウ
４ ０ ３ ｅ 内 で エ ッ ジ が １ つ だ け 認 識 さ れ る が し か し 、 こ の エ ッ ジ は 車 輪 パ ル ス ４ ０ １ の 立
ち 上 が り エ ッ ジ で あ る 。 こ の エ ッ ジ は 、 車 輪 パ ル ス ４ ０ １ が 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ の 開 放
中 に 閾 値 Ｓ Ｗ ２ を 上 回 る こ と に よ っ て 認 識 さ れ る 。 従 っ て 、 第 ３ の 時 間 は 好 ま し
く は 車 輪 パ ル ス が 必 要 と す る 時 間 よ り も 長 い 。 そ れ に よ っ て 、 第 １ の 閾 値 Ｓ Ｗ １ を 上 回 っ
た 後 で 、 第 ２ の 閾 値 Ｓ Ｗ ２ を 上 回 る こ と が で き る 。 そ し て 、 エ ラ ー 認 識 装 置 ６ １ ２ は エ ラ
ー を 認 識 し 、 そ れ に 基 づ い て 妥 当 性 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ る 。 デ ー タ 伝 送 に お い て パ リ テ ィ
ビ ッ ト が （ 例 え ば 最 後 の デ ー タ ビ ッ ト と し て ） 送 信 さ れ る と き に は 、 パ リ テ ィ ビ ッ ト の エ
ラ ー 認 識 時 に 、 対 応 す る 妥 当 性 ビ ッ ト が セ ッ ト さ れ る だ け で な く 、 す べ て の 妥 当 性 ビ ッ ト
が セ ッ ト さ れ る 。 車 輪 パ ル ス ４ ０ １ は 更 に 、 第 １ の 決 定 装 置 ６ ０ ５ に よ っ て 測 定 さ れ る 。
そ れ に 基 づ い て 、 連 続 サ イ ク ル の た め の 新 た な デ ー タ 処 理 が 開 始 可 能 で あ る 。

(3) JP 2002-529019 A5 2006.10.19

こ れ と は 別 に エ ッ ジ が 、 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０
３ の 開 放 後 に 第 ２ の 持 続 時 間 ｔ 2  内 に 認 識 さ れ た 場 合 、 こ の 時 間 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ３ が 再 び
閉 鎖 さ れ る 。

間 隔 ｔ 3  
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